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財

　　　繊
鐵雛

　　建設のあらまし
1．所在地　　　松代町室野4，286番地

2．構　　造　　　鉄筋コンクリート2階建
3．工　　期　　　着工　　昭和48年9月20日

　　　　　竣工　　昭和49年7月31日
4・総工費　　　27，549，000円

5．工事設計　　　安塚町・増田建築設計事務所

6．施　工　　新井市・㈱保坂組
7．敷地面積　　　　1．101鯉

8。建築面積　　　　　386π・

　　　1　F皆　　　　　188z¢2
　　　2　β皆　　　　　198刀z・

1階
◎情報管理室　　（20．81㎡）

　情報員1名が常駐し、雪害情報をっかみ、
除雪車、雪上車の運行を指揮、本部（役場）と

の連絡に当ります。

塔乗者の記録、整理を行なう事務室です。

◎共同作業室　　（37．40伽）

　地域内の内職者が共同で作業できるよう長
机10脚が設備されております．また会議もで
きます。

◎車　庫（76・71塑）

（
会
議
室
・
和
室
聞
畳
）

　
す

　
ま

　
し

　
納

　
格
　
。

　
を
す

　
台
で

　
↓
室

励
魏

餌
顯

σ
力
乗

　
ヤ

庫
胎

　
車

　
上
室

　
雪

　
　
浴

◎
　
　
◎

　室和室（65畳）
住民の研修、話合いの場として利用。

能です。－座机50脚ありますので150人

ができます。

の宿泊休養室　　和室　（12．5畳）

員の宿泊休養室です。会議にも使用で

乗務員の食堂です。（15．16伽）

（喫煙室兼用）
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鶏
討
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食
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2
◎
　
　
　
◎
　
　
◎
◎

（1）



（2）

〃
・

　
●

会
議
や
お
楽
し
み
に

グ
ル
ー
プ
活
動
に
ご
利
用
を

室
野
に
昨
年
の
九
月
か
ら
建
設
を
し

て
お
り
ま
し
た
松
代
町
克
雪
管
理
セ
ン

松代町克雪センター各室配置図

〃
・

　
●

タ
ー
が
、
七
月
三
十
一
日
に
竣
工
八
月

八
日
竣
工
式
が
催
さ
れ
使
用
で
き
る
こ

食　堂

押
入 押　　入

会議室（タタミ敷65帖）

ホ　ール

床　の　関

乗務員宿泊休養室
（タタミ敷12．5帖）

非常
階段

22，00隅’
2階

←
鼎
鰍

8．85鵬

浴室

便所
（女）

便所（男）

戸納

情鞭管理室

玄関

協同作業所
車庫

9
月
2
1
日
～
9
月
30
日
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ロ
リ
　
ロ
の
　
　
　
り

、
…
運
動
の
重
点
…

●

V
　
歩
行
者
、
自
転
車
利
用
者
の
事
故
防

や

（
止
、
特
に
こ
ど
も
（
幼
児
及
び
小
学
校

ゐ

鏡
童
を
い
う
逞
老
人
を
交
通
事
故
か

㌦
ら
守
る
た
め
　
つ
ぎ
の
施
策
を
中
心
に

～
実
施
す
る
。

ヤ

1
。
既
設
の
ス
ク
ー
ル
・
ゾ
ー
ン
に
つ
い

り葭《■》｝）㌔《凸《り麟｝》9㌔一｝㌔《・

て
は
設
定
後
の
號
・
～
．
、
：

交
通
事
情
の
変
疑
ー
二
ー
ー

化
等
の
実
情
に

応
じ
て
、
整
備
点
検
に
努
め
る
。

。
老
人
の
集
会
や
各
種
集
会
等
を
利
用

し
て
、
お
年
寄
り
の
外
出
に
は
ど
ん

な
注
意
が
必
要
か
な
ど
を
老
人
交
通

安
全
教
本
で
指
導
す
る
。

・
安
全
な
歩
行
と
自
転
車
の
安
全
な
利

用
に
つ
い
て
は
、
家
族
ぐ
る
み
、
地

域
ぐ
る
み
の
教
育
を
徹
底
す
る
。
特

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
セ
ン
タ
！
は
、
な
が
い
冬
と
3

粥
を
こ
す
豪
雪
の
中
で
、
安
全
で
楽
し

い
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
と
建
設
さ
れ

た
も
の
で
、
皆
さ
ん
の
福
祉
増
進
・
教

育
・
文
化
向
上
の
行
事
に
、
自
由
に
使

用
で
き
ま
す
。
け
れ
ど
も
、
公
の
秩
序

や
善
良
な
風
俗
を
乱
す
よ
う
な
も
の
は

使
用
で
き
ま
せ
ん
。

　
使
用
料
は
無
料
で
す
が
次
の
よ
う
な

と
き
は
料
金
を
い
た
だ
き
ま
す
。

　
①
営
利
の
た
め
の
利
用

　
②
個
人
の
利
益
の
た
め
の
利
用

　
⑥
興
行
等
催
物
の
た
め
の
利
用

　
㈲
町
外
の
人
た
ち
の
利
用

　
使
用
の
申
込
は
奴
奈
川
支
所
長
に
届

け
て
く
だ
さ
い
。
使
用
に
つ
い
て
の
詳

し
い
こ
と
も
支
所
長
に
問
合
せ
く
だ
さ

い
。

　
建
設
の
あ
ら
ま
し
と
、
セ
ン
タ
：
の

機
能
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
ま
た
、
す
で
に
み
な
さ
ま
か
ら
利
用

さ
れ
て
お
り
ま
す
、
国
会
・
県
会
の
報

告
会
、
婦
人
会
の
手
芸
教
室
・
プ
ロ
パ

ン
ガ
ス
使
用
講
習
会
、
お
祭
り
の
演
芸

練
習
、
毎
週
土
曜
日
の
昼
夜
は
松
墨
会

（
書
道
）
、
第
3
日
曜
日
の
昼
は
老
人

ク
ラ
ブ
等
々
で
す
。
ほ
か
に
お
ど
り
の

、
会
、
し
ぶ
み
俳
句
会
、
ご
詠
歌
の
会
等

の
定
期
便
用
も
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
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一
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3
㌔
～
一
一
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～
…
．
働
（
．
。
2
ゆ
～
9
．
層
静

に
母
親
に
対
し
て
は
、
こ
ど
も
の
事

故
防
止
に
つ
い
て
の
意
識
を
高
め
る

と
と
も
に
、
家
庭
に
お
け
る
交
通
安

全
教
育
の
充
実
を
図
る
。

・
飲
酒
運
転
及
び
二
輪
車
対
策
に
つ
い

て
は
年
間
の
重
点
項
目
に
定
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
死
亡
事
故
に
つ

な
が
る
の
が
大
で
あ
る
の
で
広
報
そ

　
　
，
　
　
■
r
曹
　
　
9
9
　
●
・
　
レ
・
．
9
，
’
・
一
D
．
に
，
　
，
・
　
甲

の
他
を
通
じ
、
地
域
住
民
の
安
全
意

識
の
高
揚
に
つ
い
て
創
意
工
夫
を
払

う
o

◎
既
設
の
ス
ク
ー
ル
・
ゾ
冒
ン
と
は

一
、
松
代
小
学
校
を
中
心
と
し
た
、
第

　
一
プ
ー
ル
下
か
ら
松
代
高
等
学
校
ま

　
で
の
国
道
二
五
三
号
線
上
。
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｝
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二
、
室
野
小
学
校
を
中
心
と
し
て
室
野
㎡

　
　
部
落
内
を
走
る
県
道
上
。
　
　
　
　
》

　
三
、
峠
小
学
校
を
起
点
と
し
て
本
和
田
（
、

　
　
原
間
の
県
道
大
島
津
南
線
上
。
『
　
．
〉
．

　
四
、
蒲
生
小
学
校
下
を
起
点
と
し
て
町
㌔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
》

　
　
道
飯
塚
線
入
口
間
の
国
道
二
五
三
号
〆

　
　
線
上
。
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囹
こ
の
沿
線
の
住
民
、
商
店
の
方
々
に
（

　
　
は
次
の
こ
と
を
ご
協
力
願
い
ま
す
ー
　
》

ミ
①
朝
七
時
三
〇
分
か
ら
八
時
三
〇
分
ま
～

　
　
で
の
一
時
間
道
路
に
車
を
駐
車
し
な
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ

　
　
　
い
よ
う
、
通
園
、
通
懲
安
全
で
ゑ

　
　
る
よ
う
に
特
に
お
願
し
し
ま
す
。
　
、

　
②
以
上
の
地
域
内
に
お
い
て
遽
転
乱

　
　
　
は
、
速
度
を
ゆ
る
め
安
全
運
転
の
励
ψ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぜ

　
　
行
、
長
時
間
の
駐
車
禁
止
、
歩
行
者
へ

　
　
　
は
交
通
ル
ー
ル
を
よ
く
守
っ
て
事
故
｝

　
　
を
出
さ
な
い
よ
う
に
い
た
し
ま
し
よ
・

　
　
　
う
。
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一

9
月
1
日
～
9
月
20
日
く
ン
私
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夏
の
事
故
防
止
と
し
て
八
月
十
四
日
午
前
、
午
後
の
二
回
犬
伏
地

内
国
道
二
五
三
号
線
で
、
松
代
町
に
乗
入
る
車
、
通
過
す
る
車
輔
に

対
し
、
警
察
官
、
交
通
指
導
員
、
安
全
協
会
員
3
2
名
が
安
全
運
転
の

実
践
を
要
請
し
、
チ
ラ
シ
な
ど
を
配
付
す
る
と
と
も
に
、
広
報
車
に

よ
り
事
故
防
止
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
通
過
呼
び
か
け
車
輔
は
四
〇

一
台
で
、
免
許
証
不
携
帯
・
整
備
不
良
車
な
ど
二
～
三
件
あ
り
ま
し

た
が
、
全
般
的
に
安
全
運
転
が
励
行
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
運
転
者
は
安
全
運
転
が
励
行
す
る
と
と
も
に
車
の
完
全
整

内
通
｛
備
と
、
免
許
証
を
忘
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
留
意
い
た
し
ま
し
よ
う

乞
父
嚇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
写
真
．
交
通
指
導
の
一
コ
マ
）

松代町交通事故発生状況
　　　　（壬9．8　現在）

年94和昭

数者傷死
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1
2
2
n
　
＼

　
①
　
　
＼

数件

－
　
　
　
Q
U
り
乙
　
　
　
5

1年84和昭

数者傷死

　
　
　
　
　
一
　
l
　
1
　
1
　
1
　
1
　
　
　
　
　
1
　
　
1
　

m
　
　
1
2
　
　
4
3
5
1
1

数件

3
　
1
2
　
　
2
2
2
1
1

別月

1
2
3
4
5
6
7
8
9
過
n
口

※（）内数は死亡者数
　前年度に比べて件数は増加し、死亡事

故まで出ました。無暴運転による事故が

圧倒的に多く発生していることからして

運転者、歩行者がもっと交通道徳を身に

つけることが望まれます。

～
読
書
を
お
す
す
め
い
た
し
ま
す
～

　
新
刊
図
書
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
公

民
館
図
書
（
総
合
セ
ソ
タ
：
2
階
）
で
は

読
書
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
7
日
間
を

期
限
に
貸
出
し
も
や
っ
て
い
ま
す
。

　
遠
い
地
域
の
方
や
、
団
体
・
グ
ル
ー

プ
は
団
体
貸
出
の
方
法
を
利
用
く
だ
さ

い
。
『
団
体
貸
出
』
と
は
、
集
団
に
対
し

て
50
冊
程
度
一
ケ
月
問
、
ま
と
め
て
貸

出
し
す
る
こ
と
で
す
。
代
表
者
（
取
扱

い
責
任
者
）
を
定
め
て
公
民
館
に
申
出

て
く
だ
さ
い
。

　
　
…
成
　
　
人
　
　
向
…

　
大
地
の
母
①
～
⑫
（
出
口
和
明
）

勝
海
舟
①
～
⑥
（
子
母
沢
寛
）
　
ロ
ー

ラ
叫
ん
で
ご
ら
ん
（
ダ
ン
グ
ロ
ジ
オ
・

リ
チ
ヤ
ー
ド
）
　
戦
争
と
人
間
㊤
㊥
㊦

（
五
味
川
純
平
）
　
橋
の
な
い
川
⑥
（

住
井
す
ゑ
）
　
恋
人
の
樹
（
尾
高
修
也

）
　
臼
曜
口
の
女
（
フ
ル
ッ
テ
ロ
・
カ

ル
ロ
）
　
雪
舞
（
渡
辺
淳
一
）
　
楽
し

い
フ
オ
ー
ク
ダ
ン
ス
（
文
化
サ
ー
ク
ル

研
究
会
）
　
風
の
息
上
・
下
（
水
上
勉

）
　
年
輪
の
な
い
木
（
佐
木
隆
三
）

プ
ル
メ
リ
ア
の
木
陰
に
（
渡
辺
喜
恵
子

）
　
マ
ラ
ッ
カ
の
海
に
消
え
た
（
山
村

美
紗
）
　
木
瓜
の
花
上
・
下
（
有
吉
佐

和
子
）
　
剣
客
商
売
①
～
③
（
池
波
正

太
郎
）
　
ず
こ
い
き
り
（
源
氏
鶏
太
）

　
細
の
里
（
立
原
正
秋
）
　
あ
し
た
天

気
に
（
平
岩
弓
枝
）
　
阿
寒
に
果
つ
（

渡
辺
淳
一
）
　
ダ
ラ
ス
の
熱
い
日
（
D

・
フ
リ
ー
ド
ほ
か
）
　
殺
人
幻
野
（
黒

木
曜
之
助
）
　
日
本
の
民
話
③
⑥
⑦
⑨

⑩
⑪
⑫
…
…
…
…
…
…
ほ
か
数
十
冊
。

　
　
…
子
　
　
供
　
　
向
…

　
創
作
幼
年
童
話
シ
リ
ー
ズ
ー0
巻
、
バ

ー
ジ
エ
ス
・
ア
ニ
マ
ル
ブ
ツ
ク
ス
20
巻

白
い
大
地
、
に
ん
じ
ん
ば
た
け
の
パ
ピ

プ
ペ
ポ
、
魔
女
の
む
す
こ
た
ち
、
空
と

ぶ
船
と
世
界
一
の
ば
か
、
い
の
ち
は
燃

え
る
、
太
陽
の
ひ
み
つ
、
わ
す
れ
も
の

チ
ヤ
ン
ピ
オ
ソ
、
古
代
発
堀
物
語
全
集

7
巻
、
お
と
な
に
な
ん
か
負
け
な
い
ぞ

ひ
と
す
じ
の
道
、
心
の
ふ
れ
あ
い
、
日

本
ふ
し
ぎ
探
険
5
雀
、
ふ
る
さ
と
に
生

き
る
、
三
人
の
泣
き
ば
や
し
、
プ
ラ
ム

ク
リ
ー
ブ
の
土
手
で
、
中
学
生
の
日
記

シ
ル
バ
ー
レ
イ
フ
の
岸
辺
で
、
親
に
似

る
子
似
な
い
子
、
母
か
ら
の
流
れ
、
天

の
園
6
巻
、
小
さ
い
心
の
旅
、
夏
草
と

銃
声
、
少
年
少
女
世
界
推
理
文
学
全
集

20

巻
、
君
は
ど
ん
な
性
格
か
、
少
年
少

女
2
1
世
紀
の
S
F
、
ジ
ユ
ニ
ア
・
ベ
ス

ト
ノ
ベ
ル
全
集
12
巻
、
ア
ル
セ
！
ヌ
ル

パ
ン
全
集
2
0
巻
、
は
な
れ
ざ
る
ド
ド
、

下
町
の
故
郷
、
ふ
る
さ
と
北
か
ら
南
か

ら
ーo
巻
、
好
敵
手
、
と
う
げ
の
お
お
か

み
、
ホ
タ
ル
に
の
っ
た
み
ゆ
き
、
い
た

ず
ら
ブ
リ
ン
キ
ー
、
ブ
リ
ン
キ
ー
と
ナ

ツ
ッ
イ
、
悪
魔
の
子
供
た
ち
、
野
性
動

物
を
も
と
め
て
、
日
明
の
ひ
と
み
、
花

咲
か
、
ひ
れ
か
ら
手
へ
、
ド
ロ
バ
チ
の

ア
オ
ム
シ
が
り
o

（3）



（4）

ー
一
年
間
無
受
診
の

長
寿
老
人
を
表
彰

　
昨
年
か
ら
七
十
才
以
上
の
老
人
の
医

療
費
が
無
料
に
な
り
、
比
較
的
医
療
を

受
け
や
す
く
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
一

年
間
医
者
に
か
か
ら
な
か
っ
た
老
人
が

松
代
町
に
三
十
四
名
お
ら
れ
ま
す
。

松
代
町
社
会
福
祉
協
議
会
（
会
長
秋
山

利
作
）
で
は
、
こ
の
方
々
の
長
寿
と
健

康
を
た
た
え
て
、
敬
老
の
日
に
記
念
品

を
贈
り
表
彰
い
た
し
ま
し
た
。

　
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
方
々
は
次
の
と

お
り
で
す
。

（
松
代
）
関
谷
ト
シ
、
市
川
ブ
ン
、
植

木
タ
マ
、
宮
沢
正
臣
　
（
小
荒
戸
）
富

沢
キ
ワ
　
（
田
沢
）
高
橋
吉
定
　
　
（
池

之
畑
）
山
賀
キ
ョ
　
（
千
年
）
関
谷
ト

キ
　
（
千
年
）
中
村
ナ
ミ
　
（
清
水
）

秋
山
イ
セ
　
（
桐
山
）
川
崎
サ
キ
　
（

蓬
平
）
若
井
重
作
、
小
堺
シ
ゲ
、
若
井

文
蔵
、
若
井
カ
ッ
　
（
海
老
）
石
沢
ハ

ル
、
石
沢
昌
美
　
（
犬
伏
）
柳
カ
ツ

（
孟
地
）
佐
藤
マ
ス
（
田
野
倉
）
池
田

サ
ト
、
池
田
喜
七
　
　
（
仙
納
）
池
田
豊

吉
、
室
岡
マ
ッ
ノ
、
室
岡
マ
ッ
　
（
田

代
）
小
林
繁
由
　
　
（
小
貫
）
中
村
キ
ョ

（
寺
田
）
井
上
政
治
、
高
橋
仲
蔵
　
　
（

儀
明
）
仲
村
ナ
カ
、
佐
藤
才
之
助
、
小

堺
つ
る
　
（
福
島
）
美
濃
和
政
訓
　
　
（

竹
所
）
中
条
モ
ミ
、
五
十
嵐
周
治

⑤

「
脳
卒
中
の
食
事
療
法
」

　
地
域
的
に
み
る
と
、
脳
卒
中
は
米
の

生
産
の
豊
か
な
地
方
に
多
く
、
米
の
生

産
が
少
な
く
て
、
大
豆
や
野
菜
を
多
く

と
っ
て
い
る
山
間
地
方
や
、
小
魚
や
い

も
、
海
草
な
ど
を
多
く
と
っ
て
い
る
海

岸
や
離
島
に
は
長
生
き
す
る
人
が
多
い

と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

食
事
療
法
の
基
本

　
副
食
は
、
食
品
の
数
を
多
く
バ
ラ
ン

ス
を
考
え
て
調
理
す
る
こ
と
で
す
が
、

高
血
圧
の
人
の
食
事
で
最
も
大
切
な
こ

と
は
、
食
塩
を
と
り
す
ぎ
な
い
こ
と
で

す
。
食
塩
を
多
く
と
る
と
血
圧
は
上
が

り
ま
す
。
食
塩
は
健
康
な
人
で
一
日
十

五
グ
ラ
ム
（
大
さ
じ
一
杯
弱
）
が
適
当

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
農
村
で

は
二
十
グ
ラ
ム
（
大
さ
じ
一
・
二
杯
）

か
ら
四
十
グ
ラ
ム
（
大
さ
じ
二
・
四
杯
）

と
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
、

動
脈
硬
化
の
予
防
に
は
、
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
の
原
因
と
な
る
動
物
性
脂
肪
の
摂

取
を
制
限
し
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
取

り
除
く
働
ら
き
の
あ
る
植
物
性
脂
肪
を

と
る
よ
う
心
が
け
ま
し
よ
う
。

食
塩
を
へ
ら
す
調
理
の
工
夫

・
食
事
は
徐
々
に
う
す
味
に
切
替
え
る

　
　
う
す
い
塩
味
で
も
舌
は
慣
れ
て
き

　
　
て
、
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
ま
す
。

・
新
鮮
な
食
品
を
選
ぶ

　
新
鮮
な
も
の
ほ
ど
、
そ
の
持
ち
味

　
が
生
き
て
料
理
の
味
を
ひ
き
た
て

　
　
ま
す
か
ら
、
た
と
え
う
す
く
し
て

　
も
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
ま
す
。

。
塩
味
を
重
点
的
に

　
食
塩
の
量
を
ど
の
料
理
に
も
少
量

　
ず
つ
使
っ
て
、
も
の
足
り
な
い
味

　
　
に
仕
上
げ
る
よ
り
も
、
一
品
か
二

　
品
に
集
中
的
に
使
っ
て
、
全
体
に

　
引
き
し
め
る
味
つ
け
に
し
、
あ
と

　
　
の
一
品
は
無
塩
に
す
る
ほ
う
が
ず

　
　
っ
と
効
果
的
で
す
。

。
う
す
味
を
補
う
食
品
を
覚
え
て
お
く

　
　
か
お
り
の
良
い
材
料
…
…
み
よ
う

　
が
、
し
そ
、
、
し
よ
う
が
、
ね
ぎ

　
　
ご
ま
、
セ
ロ
リ
、
の
り
、
き
の
こ

　
類
、
ゆ
ず
、
レ
モ
ン
、
そ
の
他
香

　
味
野
菜
を
上
手
に
使
い
ま
し
よ
う

　
酸
味
…
…
だ
い
だ
い
、
ゆ
ず
、
レ

　
　
モ
ン
、
す
だ
ち
、
梅
干
し
、
梅
漬

　
な
ど
の
酸
味
を
使
う
と
味
が
引
き

　
　
た
ち
ま
す
。

・
植
物
性
油
を
使
う
料
理
を
一
日
一
品

以
上
と
り
ま
し
よ
う
。

　
油
妙
め
、
か
ら
揚
、
天
ぶ
ら
、
フ

　
　
ラ
イ
、
ム
ニ
エ
ル
等

・
汁
物
は
汁
を
少
な
く

　
汁
物
を
湯
で
う
す
め
て
飲
ん
で
い

　
　
る
人
を
み
か
け
ま
す
が
こ
れ
は
い

　
　
け
ま
せ
ん
。
た
と
え
味
が
う
す
く

　
　
な
っ
て
も
た
く
さ
ん
飲
め
ば
、
体

　
　
の
中
に
入
る
食
塩
量
は
多
く
な
っ

　
　
て
し
ま
い
ま
す
。
や
は
り
汁
の
量

　
　
は
％
～
％
に
へ
ら
し
、
実
を
た

　
　
っ
ぶ
り
入
れ
た
も
の
に
し
ま
し
よ

　
　
う
o

。
塩
分
の
多
い
、
佃
煮
、
塩
辛
、
漬
物

　
ラ
！
メ
ン
類
は
へ
ら
す
。

動
物
性
脂
肪
の
多
い
食
品

。
卵
黄
は
一
日
一
個
ま
で
、
油
身
の
多

　
い
肉
や
魚
、
イ
カ
、
す
る
め
、
い
わ

し
、
煮
干
し
、
す
じ
こ
な
ど
は
少
な

目
に
し
ま
し
よ
う
。

彷
く
婦
人
の
福
祉
運
動

九
月
十
五
日
～
二
十
四
日

　
近
年
、
経
済
社
会
の
動
き
の
中
で
、

婦
人
の
職
場
進
出
が
す
N
み
、
女
子
雇

用
者
は
雇
用
者
総
数
の
約
三
分
の
一
、

一
一
八
六
万
人
に
達
し
、
そ
の
過
半
数

を
既
婚
婦
人
が
占
め
て
い
ま
す
。
こ
の

現
状
の
中
で
「
勤
労
婦
人
福
祉
法
」
と

「
勤
労
婦
人
福
祉
対
策
基
本
方
針
」
に

よ
っ
て
勤
労
婦
人
に
対
す
る
福
祉
の
措

置
が
推
進
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
が
本

年
は
法
制
定
三
年
目
を
迎
え
、
勤
労
婦

人
の
役
割
と
そ
の
重
要
性
を
広
く
社
会

一
般
に
知
ら
せ
る
と
と
も
に
、
勤
労
婦

人
の
母
性
を
守
り
そ
の
地
位
を
高
め
る

こ
と
に
つ
い
て
、
労
、
使
、
民
間
団
体

関
係
機
関
等
の
理
解
と
協
力
を
促
す
た

め
に
、
労
働
省
の
主
唱
で
九
月
十
五
日

か
ら
二
十
四
日
ま
で
運
動
が
展
開
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
問
題
で
お
聞

き
に
な
り
た
い
方
は
、
文
書
又
は
電
話

等
で
次
へ
ご
照
会
下
さ
い
。

　
〒
九
五
一

　
新
潟
市
川
岸
町
一
丁
目
五
六
番
地

　
　
　
　
新
潟
婦
人
少
年
室

　
　
　
　
電
話
六
六
ー
O
O
四
七
番



”
、
む
し
歯
”
“
予
防
の
新
戦
術

7
ッ
ソ
「
ぶ
く
ぶ
く
う
が
い
」
町
内
三
保
育
園
で
実
施

　
む
し
歯
が
、
す
べ
て
の
子
供
に
蔓
延

し
、
そ
の
発
生
が
ま
す
ま
す
増
大
し
つ

つ
あ
る
現
状
で
は
、
現
在
の
治
療
を
中

心
と
し
た
対
策
だ
け
で
は
、
も
は
や
解

決
の
見
通
し
が
た
ち
ま
せ
ん
、
又
、
甘

味
制
限
や
口
膣
清
掃
な
ど
個
人
に
ま
か

さ
れ
た
努
力
の
み
で
は
解
決
し
得
ま
せ

ん
で
し
た
。
む
し
歯
の
対
策
は
、
も
は

や
個
人
の
段
階
を
越
え
公
衆
衛
生
の
レ

ベ
ル
で
考
え
る
べ
き
で
あ
る
と
ま
で
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
子
供
の
む
し
歯
は
、
治
療
が
ほ
と
ん

ど
不
可
能
に
近
い
現
実
に
か
ん
が
み
、

公
衆
衛
生
的
対
策
と
し
て
、
国
際
的
に

も
、
最
も
優
れ
た
手
段
と
さ
れ
て
い
る

「
上
水
道
フ
ッ
、
素
添
加
」
お
よ
び
集
団

の
場
で
の
「
フ
ッ
素
に
よ
る
う
が
い
」

な
ど
、
具
体
的
な
む
し
歯
の
予
防
対
策

が
推
進
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

．
松
代
町
で
は
、
松
代
、
室
野
、
蒲
生
の

各
保
育
園
で
一
せ
い
に
七
月
か
ら
「
フ

ツ
ソ
水
に
よ
る
ぶ
ぐ
ぶ
く
う
が
い
」
を

始
め
ま
し
た
。
乳
歯
が
永
久
歯
に
は
え

か
わ
る
の
は
六
才
か
ら
十
二
才
頃
で
す

の
で
、
こ
の
フ
ツ
ソ
う
が
い
は
保
育
園

だ
け
で
は
効
果
が
薄
く
．
小
、
中
学
校

で
の
実
施
が
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
　
ふ
え
る
子
供
の
虫
歯

　
砂
糖
の
消
費
量
に
比
例
し
て
、
子
供

達
の
虫
歯
は
年
々
増
加
し
て
お
り
、
百

人
の
う
ち
九
五
人
と
殆
ん
ど
す
べ
て
の

子
供
が
虫
歯
を
持
っ
て
い
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
し
か
も
、
一
人
当
り
の
虫
歯

の
数
は
年
々
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す

　
　
こ
わ
い
虫
歯
の
害

・
子
供
達
の
発
育
成
長
の
原
動
力
と
な

　
る
の
は
栄
養
で
す
か
ら
、
発
育
期
の

　
子
供
の
健
康
な
体
を
つ
く
る
た
め
に

　
も
、
歯
は
最
も
重
要
な
役
目
を
持
っ

　
て
い
ま
す
。

。
大
切
な
歯
も
、
虫
歯
に
か
か
る
と
食

　
べ
物
を
咬
む
力
が
極
端
に
弱
く
な
り

　
ま
す
。
又
、
肉
な
ど
の
硬
い
も
の
を

　
食
べ
て
、
痛
い
思
い
を
す
る
と
、
偏

　
食
の
も
と
に
も
な
り
、
子
供
達
の
発

　
育
に
悪
い
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

。
歯
が
悪
い
と
、
良
く
咬
め
な
い
の
で

　
胃
腸
を
こ
わ
し
や
す
い
の
で
す
が
、

　
そ
の
ほ
か
に
も
、
放
っ
て
お
く
と
、

　
歯
根
の
先
や
歯
肉
に
ウ
ミ
が
た
ま
り

　
ま
す
。
こ
の
ウ
ミ
の
中
の
バ
イ
キ
ン

　
　
　
　
　
　
や
毒
素
が
、
血
管
や
リ

ソ
パ
管
を
通
っ
て
体
中

を
め
ぐ
り
、
関
節
炎
、

リ
ウ
マ
チ
熱
、
腎
臓
炎

、
心
臓
病
、
耳
、
眼
、

鼻
、
呼
吸
器
の
病
気
や

婦
人
科
疾
患
ま
で
起
る

事
が
あ
り
ま
す
か
ら
注

意
し
ま
し
よ
う
。

◎
原
因
の
は
っ
き
り
し
な

い
病
気
の
あ
る
方
は
、
’

歯
の
診
療
を
受
け
て
下

さ
い
。

　
乳
歯
の
時
か
ら

　
歯
を
大
切
に

・
歯
は
胎
生
ニ
ケ
月
頃
か

ら
で
き
は
じ
め
、
乳
歯

　
は
六
ケ
月
～
二
才
、
永

久
歯
は
六
才
～
十
二
才

　
で
口
の
中
に
姿
を
あ
ら

わ
し
ま
す
。

・
乳
歯
や
生
え
て
ま
も
な

　
い
永
久
歯
は
歯
質
が
弱

く
、
特
に
虫
歯
に
か
か

　
り
や
す
く
、
い
っ
た
ん

　
か
か
る
と
ど
ん
ど
ん
進

　
み
ま
す
。

・
ど
う
せ
生
え
か
わ
る
歯
だ
か
ら
と
云

　
っ
て
、
乳
歯
の
虫
歯
を
放
っ
て
お
く

　
と
、
発
育
期
の
そ
し
や
く
が
不
完
全

　
に
な
っ
た
り
、
永
久
歯
の
歯
な
ら
び

　
が
悪
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。

写
真
ー
給
食
の
あ
と
「
フ
ツ
ソ
ぶ
く
ぶ
く

　
　
　
う
が
い
」
を
し
て
い
る
保
育
園
児

戸
籍
の
窓
ロ
か
ら

八
月
受
付
分
　
　
（
受
付
順
）

ご
け
っ
え
濃

お
め
で
ζ
つ
㊦
衡

若
井
　
利
晴
・
本
山
　
正
子
（
蓬
平
）

五
十
嵐
鉄
司
・
五
十
嵐
貞
子
（
会
沢
）

萬
羽
　
盛
郎
・
関
谷
　
初
子
（
会
沢
）

宮
本
　
光
明
・
山
岸
　
和
子
（
蒲
生
）

若
井
　
由
郎
・
保
坂
　
豊
子
（
室
野
）

離鶏小
堺
真
由
美
驚
繋
女
（
儀
明
）

柳
昭
平
轟
鴛
男
（
千
年
）

中
村
美
堂
繁
ミ
↑
妄
（
松
代
）

山
岸
直
厳
キ
樺
婁
（
東
山
）

谷
口

柳村
山

関

香
織
騒
次
静
女
（
松
代
）

美
恵
子
竪
信
二
女
（
奈
良
立
）

健
司
騒
キ
婁
男
（
室
野
）

瑞
枝
騒
乳
長
女
（
室
野
）

お
ぐ
や
み

（
死
亡
）

柳
　
キ
ク
イ

山
賀
　
詩
子

金
井
直
太
郎

萬
羽
　
広
次

鈴
木
幸
太
郎

桑小宮高柳
原堺沢橋

力タミ兼ト
子ツヤ松モ

西
潟
キ
ク
ノ

西
潟
　
カ
ツ

米
持
　
惣
市

牧
田
タ
マ
ノ

六
一
才

二
〇
才

七
四
才

七
九
才

六
八
才

七
五
才

五
一
才

八
○
才

六
八
才

九
一
才

六
二
才

九
一
才

八
○
才

六
三
才

（
苧
島
）

（
小
荒
戸
）

（
清
水
）

（
会
沢
）

（
松
代
）

（
千
年
）

（
　
〃
）

（
下
山
）

（
蒲
生
）

（
桐
山
）

（
福
島
）

（
　
〃
）

（
室
野
）

（
峠
）

■
九
月
一
日
現
在
松
代
町
の
状
況

世
帯
数

総
人
口

二
、
＝
＝
二
世
帯

八
、
四
七
九
人

　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
（



（6）

灘　　
難

割

　
伝
統
あ
る
松
代
町

長
杯
争
奪
野
球
秋
季

大
会
（
通
算
2
7
回
大

会
・
主
催
野
球
協
会

）
は
、
8
月
路
日
松

代
中
学
校
並
び
に
松

代
高
等
学
校
グ
ラ
ン

ド
に
お
い
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
今
大
会
は
鉄
道
公

団
を
始
め
鉄
迫
建
設

の
た
め
に
在
町
さ
れ

”
好
評
で
し
た
”

“
第
1
回
朝
顔
品
一
評
会
“

　
8
月
別
日
朝
、
松

代
町
園
芸
愛
好
会
に

よ
る
第
－
回
朝
顔
品

評
会
が
、
町
総
合
セ

ン
タ
ー
屋
外
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
会
は
、
草
花

・
盆
栽
を
愛
し
、
趣

響延
長
8
回
、

爆
役
場
体
育
部
A
九
度
目
の
優
勝
を
飾
る

嚢
れ
暇
撃
春
の
大
会
霧

擾
　
伽
優
勝
し
た
松
代
ポ
ス
ト
マ
ン
ク

斑
　
κ
ラ
ブ
は
、
予
選
に
お
い
て
苧
島

鐡
り
ま
し
た
が
、
決
勝
譲
代
選

窒
ン
抜
と
役
場
体
育
部
A
力
争
い
、

⑱
準
決
勝

　
A
U
O
2
1
0
1
0

　
2
3
0
1
0
2
×

　
0
0
0
0
A
U
A
U
O

　
O
O
O
O
2
0
×

⑱
決
勝

　
0
0
0
1
1
2
0
2

2084
奥
村
組

松
代
選
抜

鉄
道
公
団

役
体
A

1
1
0
0
0
0
2
0
一
4
松
代
選
抜

　
　
　
　
　
　
　
　
6
役
体
A

味
を
通
じ
て
交
流
を
は
か
る
と
共
に
、

技
術
の
向
上
を
は
か
り
、
花
あ
る
美
し

い
町
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
そ
の
行

事
の
一
環
と
し
て
実
施
し
た
も
の
で
す

　
今
春
会
員
全
員
に
朝
顔
の
種
子
が
公

平
に
分
配
さ
れ
ま
し
た
。
始
め
か
ら
ア

キ
ラ
メ
ル
人
、
た
か
が
朝
顔
と
ナ
メ
て

か
か
る
人
、
熱
心
に
育
て
る
人
…
…
…

等
々
、
さ
ま
ざ
ま
の
よ
う
で
し
た
が
立

派
に
育
ち
ま
し
た
。
会
員
以
外
の
観
覧

者
も
多
く
楽
し
い
品
評
会
で
し
た
。

　
な
お
、
会
で
は
会
員
以
外
の
人
か
ら

も
出
品
し
て
い
た
だ
き
、
お
盆
を
中
心

に
数
日
間
の
展
覧
期
間
を
設
け
て
、
例

年
行
事
と
し
て
皆
さ
ん
か
ら
楽
し
ん
で

い
た
だ
く
方
針
で
す
。

　
第
1
回
品
評
会
の
成
績
は
次
の
と
お

り
で
し
た
。

◎
出
品
鉢
数
・
出
品
者
数

　
　
四
七
鉢
　
　
　
二
十
一
名

◎
受
賞
者

　
最
優
秀
　
市
川
寅
太
郎
（
松
代
）

　
金
賞
樋
口
政
信
（
松
代
）
富
沢

　
　
　
　
作
次
（
小
荒
戸
）
柳
竹
蔵
（

　
　
　
　
松
代
）

　
銀
賞
樋
口
政
信
（
松
代
）
万
羽

　
　
　
　
卓
司
（
2
鉢
・
松
代
）
市
川

　
　
　
　
璋
次
（
松
代
）
柳
富
栄
（
松

　
　
　
　
代
）

　
銅
　
賞
　
樋
口
政
信
（
松
代
）
春
日

　
　
　
　
貞
司
（
松
代
）
富
沢
作
次
（

　
　
　
　
小
荒
戸
）
柳
竹
蔵
へ
松
代
）

　
　
　
　
万
羽
卓
司
へ
松
代
）
市
川
璋

　
　
　
　
次
（
松
代
）
関
谷
竜
平
（
松

　
　
　
　
代
）
柳
亘
（
松
代
）
関
谷
政

　
　
　
　
義
（
松
代
）
柳
富
栄
（
松
代
）

　
　
　
，
，
1
．
，
1
；
量
6
，
1
．
。
2
，
。
3
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”
．
第
2
回
・
－
…
－
。
－
…
…
…
…
』

…
少
年
早
朝
野
球
…

●
　
●
　
●
　
●
　
0
　
0
　
●
　
O
　
●
　
●
　
の
　
●
　
O
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
■
　
0
　
9
　
●
　
●
　
0
　
●
　
●
　
O
　
D
　
●
　
．
　
●
　
●
　
0
　
0
　
●
　
O
　
D
　
●
　
●
●

　
夏
休
み
を
楽
し
く
有
意
義
に
す
ご
す

こ
と
を
目
的
に
、
昨
年
か
ら
始
め
た
少

年
早
朝
野
球
（
中
学
校
女
子
は
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
）
は
、
今
年
も
八
月
一
日
か
ら

九
日
間
好
天
候
に
恵
ま
れ
、
す
が
く

し
い
気
分
を
満
喫
し
な
が
ら
無
事
に
終

了
い
た
し
ま
し
た
。

　
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上

げ
る
と
と
も
に
成
績
を
発
表
い
た
し
ま

す
。

◎
松
代
小
学
校
（
男
子
）

　
①
2
・
4
分
団

　
②
1
・
3
・
7
・
8
分
団

　
③
6
分
団

嵐、　　　
，
．

娯
＼
、
気

ヤ
、

　
↑
、

　
③
5
分
団

◎
松
代
中
学
校
（
男
子
）

　
①
ス
ト
ロ
ン
グ
・
ジ
ア
イ
ア
ン
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
分
団
）

　
②
4
人
対
5
人
チ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
分
団
）

　
③
菅
刈
、
太
平
、
小
荒
戸
チ
ー
ム

　
0
ガ
チ
ヤ
マ
ン
ズ
チ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
分
団
）

◎
松
代
中
学
校
（
女
子
）

　
①
菅
刈
、
太
平
、
小
荒
戸
チ
ー
ム

　
②
サ
ン
ダ
」
．
バ
ー
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
分
団
）

　
③
ス
ト
ロ
ン
グ
・
ジ
ア
イ
ヤ
ン
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
分
団
）

　
③
古
町
タ
イ
ガ
ー
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
分
団
）

．
夕
．
！
‘

　
　
　
　
　
　
水
芭
蕉
の
花
其
ほ
か

　
　
　
屡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
　
潟
　
ま
　
さ
　
を

　
　
　
　
　
給
へ
た
る
人
に
報
せ
て
日
記
に
も
書
く

　
　
　
　
そ
れ
ぞ
れ
ひ
と
つ
づ
つ
　
花
を
抱
い
て
つ
N
ま
し
く
あ
り

　
呼
ば
れ
る
ご
と
く
思
わ
れ
て
　
見
に
い
で
て
来
る
水
ば
し
よ
う
の
花

誰
か
が
描
き
の
こ
し
た
る
　
絵
と
も
思
へ
る
　
水
芭
蕉
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
主
観
の
外
へ
　
お
い
て
見
る
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
背
後
の
声
に
迷
ふ
が
か
な
し

　
　
　
ほ
こ
り
も
す
て
　
ひ
っ
そ
り
と
世
の
か
た
す
み
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
生
き
な
む
を
も
思
う

　
ひ
か
ら
び
た
ま
ま
吊
り
下
が
る
　
み
の
虫
と
も
哀
に
思
ふ
こ
と
あ
り

　
　
　
　
　
　
頼
り
つ
N
　
奇
蹟
を
否
定
し
得
ず
に
居
る
吾
れ

　
　
世
情
と
何
の
か
N
わ
り
な
し
に
　
木
模
は
咲
け
り
芙
蓉
は
咲
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
庭
へ
出
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
と
り
雑
草
を
抜
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
と
つ
の
虫
を
引
い
て
行
き
け
り

　
案
外
善
人
に
見
え
る
日
が
　
た
ま
に
は
あ
り
て
空
は
明
る
し

て
ら
日
曜
配
達
を
廃
止
し
・
含
で
は

【
ヤ
郵
便
の
日
曜
配
達
休
止
は
世
界
的
情

つ
勢
茄
搬
魚
騰
ポ
堅
般

に
商
店
や
中
小
企
業
等
で
も
芙
会
社

止
官
公
庁
逡
旨
曜
是
週
休
を
と

休
儲
灘
艦
撫
翻
纂
響

達
に
お
け
る
雇
的
傾
向
と
奪
て
い

配
ま
離
省
で
も
郵
便
配
達
に
鼻

便
な
董
覆
等
の
た
め
・
昭
和
四
＋

郵
年
頃
よ
り
大
都
市
か
ら
順
次
日
曜
日

の
灘
鎌
嘘
鵠
難
い
矯
籍

日
既
に
実
施
に
な
ぞ
お
り
享
．

曜
こ
の
た
び
、
松
代
町
で
も
休
止
さ

　
　
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た

日
が
・
利
用
者
の
皆
様
に
・
な
る
べ
く

　
一 ￥4「　＿＿＿＿1一＿＿＿＿墨’＿＿一．＿，．＿＿■、＿一＿＿＿＿一＿＿・

　
こ
の
た
び
、
松
代
・
室
野
郵
便
局

の
日
曜
日
の
郵
便
配
達
休
止
を
き
た

る　
　
九
月
十
五
日
か
ら

実
施
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
ご
承
知
の
よ
5
に
、
わ
が
国
で
は

郵
便
事
業
の
創
始
以
来
百
有
余
年
、

日
曜
日
で
も
休
む
こ
と
な
く
郵
便
物

を
配
達
す
る
と
い
う
、
ゆ
き
と
ど
い

た
サ
：
ビ
ス
を
行
な
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
ら
れ
る
皆
様
が
た
に
と
っ
て
は

も
ち
ろ
ん
望
ま
し
い
こ
と
で
は
あ
り

ま
し
よ
5
が
、
実
は
欧
米
各
国
を
は

じ
め
、
世
界
の
大
多
数
，
の
国
に
お
き

ま
し
て
は
、
す
で
に
半
世
紀
も
前
か

支
7
芸

・
水
芭
蕉
多
年
咲
た
り

。
一
．
一
株
の
水
芭
蕉
は

・
二
度
三
度

・
遠
い
昔

・
異
端
者
と
云
わ
れ
た
こ
と
を
ふ
と
思
う

　
た
ん
た
ん

。
淡
々
と
生
き
る
心
等
の
吾
な
れ
ど

ゆ
見
栄
を
張
ら
ず

・
戸
の
穫
に

・
新
ら
し
き
科
学
を
信
じ

。
か
し
ま
し
き

・
誰
と
で
も
話
し
た
く
な
い
日
あ
り
そ
ん
な
日
は

・
蟻
二
つ
た
が
い
に
は
げ
ま
し
合
ふ
ご
と
く

　
ひ
　
と

・
他
人
が
皆

”口8■■■■■■■■鵬■■■口8■雪■口閣一■■■■■口巳口■■■■■■■■■一■9■5コ■■■■一一■騒馴噌一一一－’蘭”9口

ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
の
な
い

よ
う
、
速
達
郵
便
物
は
日
曜
日
で
も

配
達
い
た
し
ま
す
し
、
　
（
但
し
、
配

達
区
域
内
の
み
）
ま
た
月
曜
日
に
は

ふ
だ
ん
の
日
よ
り
人
を
増
や
し
た
り

勤
務
時
間
を
延
長
す
る
な
ど
し
て
、

日
曜
日
の
分
を
も
完
全
に
配
達
で
き

る
よ
う
、
万
全
の
態
勢
を
と
と
の
え

る
こ
と
と
い
た
し
て
お
り
ま
す
．

　
以
上
、
日
曜
配
達
休
止
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
と
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま

し
た
が
、
重
ね
て
皆
様
の
ご
理
解
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
尚
、
郵
便
の
窓
口
事
務
は
日
曜
日

で
も
午
前
中
取
扱
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
〈
松
代
郵
便
局
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（



　
力

まつり

「収穫の秋」北陸農政局新潟統計情報事

務所が発表した、県下の水稲試算収量は

史上3位の豊作だという。

！豊作の秋1？を迎えて、町のあちらこ

ちらで秋まつりの行事がおこなわれ、ま

た、おこなわれようとしている。

　松代の七んち祭りを皮切りに、蒲生では31日の夜、花

火大会が催され夜空を彩った。

　写真は、雨のため1日延期して8月27日夜行なわれた

「松代七んち祭り」のスケツチである。

（右上）民謡（踊）流し一踊り子百数十人延々と役場前か

　　ら下町菅井組前までおどりあるいた。

（左上）青年おみこし自若い力・元気一パイの松代青年

　　クラブのおみこしは、神社から出て街なかを「ワ

　　ツシヨワツシヨ」とねりあるく。

（下2景）山車を引く子供たちと子供おみこし目山車は

　　上町・仲町・下町ごとにつくったもの数台が、日
　　中から夕刻まで町内を行進した。北越北線の完成

　　を待つ汽関車の山車もおみみえした。
　　子供おみこしは父親も一生懸命で楽しそうに。

（8）


